
令和８年度 第１回 運営推進会議（小規模多機能型居宅介護） 

事業所名 あすならホーム東生駒 多機能型ケアホーム 

開催日時 令和 8 年 5 月 22 日（金）10:30～11:30 

開催場所 菜畑サロン（オンライン参加併用） 

出席者  （１）利用者及びご家族   小規模多機能ご利用者家族 欠席 

（２）地域・医療・介護   ５名 

（３）生駒市役所      １名 

（４）地域包括支援センター 欠席  

（５）協同福祉会      ３名 

議題 1. 開会のあいさつ 

2. 参加者自己紹介 

3. 活動状況報告 

・介護度別登録状況 

令和 8 年 3 月 

登録者数：26 名／29 名（平均介護度：2.62） 

女性：19 名 男性：7 名  平均年齢 女性：86.1 歳 男性：83.0 歳 

支 1 支 2 介 1 介 2 介 3 介 4 介 5 申請中 合計 

0 2 7 4 7 3 3 0 26 

新規利用： 1 名、契約解除： 1 名、入院者： 0 名、利用再開： ０名 

令和 8 年 4 月 

登録者数：26 名／29 名（平均介護度：2.54） 

女性：19 名 男性：7 名           平均年齢 女性：87.0 歳 男性：83.1 歳 

支 1 支 2 介 1 介 2 介 3 介 4 介 5 申請中 合計 

0 2 7 6 5 3 3 0 26 

新規利用： 0 名、契約解除： 0 名、入院者： 0 名、利用再開： 0 名 

・サービス別利用状況 

 通い（月平均） 泊り（月平均） 訪問（延べ回数） 短期利用数 

3 月 16.2 名 7.16 名 683 回 1 名 

4 月 16.6 名 7.63 名 664 回 1 名 

・地域との連携に関する報告 

・東生駒自治会総会への出席依頼を受け、参加予定。 

・日常のサービス提供内容・実績（サービス事例）報告 

・緊急ショートを 3 月・4 月で各 1 名受け入れた。いずれも主介護者(奥様)の急な

入院に伴う緊急的な支援となった。 

・改善事例として、あすなら学習会での事例発表内容を報告した。ターミナル期と

判断された利用者が、医療との連携とあすなら 10 の基本ケアの実施、「ご本人を寝

たきりにしない」取り組みにより、ご本人が回復された。6 月 24 日(水)ならコープ

いこま店においても、事例発表する予定。 

・非常災害対策の取り組み報告（消防計画、避難訓練の実施状況） 



・消防訓練実施(5/21)。通報装置の操作、水消火器訓練を通じ、学んだ。 

・5/2 震度 3～4 の地震発生時、アプリを用いて職員・利用者の安否確認を実施。 

・行事の実施報告 

 ・おやつレクリエーションを月 1 回、職員企画により実施。外出支援実施出来ず。 

・事故やヒヤリハットの報告（発生状況や再発防止策） 

・バルーン抜去（入浴介助中、移動時）…出血等の外傷はなかったが、移乗時の注

意点を職員間で共有した。 

・夜間ご自宅での転倒…テレビ電話での救助要請あるも、東生駒夜勤者は単独のた

め、菜畑定期巡回夜勤者と連携、定期巡回夜勤者の訪問により対応した。 

・利用者の健康管理に係る取組み報告（熱中症や感染症等の予防策） 

・熱中症予防として、訪問時に室温調整（エアコン）や水分補給促す。独居者への 

 声かけを強化。 

・感染症対策：3 月末、職員・利用者計 6 名が新型コロナウイルスに感染。1 名は

インフルエンザ A 型に感染。感染期間中は、訪問サービスによる食事提供と排泄介

助を行い、在宅生活維持を支援した。 

4. 評価・感想・ご意見・要望 

 ・利用者のご家族より ご参加なし 

 ・生駒市、包括職員より 

・勉強になった。現場の職員のご苦労をお聞きし「(介護で)こんなことが出来たら

良いな」を実現して頂いていることを実感した。普段は介護認定業務が中心だが、

認定申請に来られる家族は強い不安を抱えているため、先の生活のイメージがつか

ない方々、どのように支援してもらえるのか不安を抱えた方々に、「現場には温か

い支援者が待っている」という具体的なイメージを伝えることが出来そうだ。ご本

人や家族の安心に繋げてゆきたい。 

 ・地域住民の代表より 

・小規模多機能の広報について、対象をお聞きしたい。 

 管理者）居宅支援事業所を 6～7 件まわった。小規模多機能のサービスの良さを  

 お伝えすることが大切だと思っている。 

・ターミナル期と判断された方が「あすなら 10 の基本ケア」の実践により、歩行

可能になるまで回復した事例をお聞きし、ご本人の力を信じ、諦めない支援が重要

であることを感じた。良いサービスは、紹介してゆきたい。 

 施設長）単なるお世話ではなく、職員との関わり「人と人との接点」を重視した  

 ケアを継続したことで、回復した事例は多くある。医師よりターミナル期とされ 

 余命宣告された方でも、その時期を超えてもなお、ご自宅での生活を維持するこ 

 とが出来た事例もあった。 

・介護が必要になる前の元気なうちから、あすならサロンに参加し、職員と顔を繋 

いでおくことが、将来への備えとなる。更なる情報発信し続ける姿勢が不可欠であ

る。 

・熱中症対策が難しい。認知症で独居の方の訪問をしたが、エアコンは使われず、

リモコンも見当たらない。「水分補給をコップ 1 日 6 杯(1.2L)取りましょう」と対

応してきたが…職員さんもこれからの季節、注意をお願いしたい。 



 施設長）エアコンを付けない方は多くおられる。我々も気を付けながら、訪問を  

 実施している。菜畑定期巡回は熱中症予防として、頻回な訪問を実施している。 

5. 閉会のあいさつ 

本日は良い事例を紹介したが、実際うまくいかない事例もある。全ての利用者様に

とって私たちの力では解決出来ないこともあり、地域の介護サービスや多職種の

方々と連携し、地域の方々を支えてゆきたい。引き続きご協力をお願いしたい。 

次回開催 令和 8 年７月 17 日（金）10:30～11:30 あすならホーム東生駒にて 

※オンライン開催なし 

 


